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運用報告書（全体版） 

トレンド・アロケーション・オープン 

 

 
 

第14期（決算日：2026年１月26日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

ここに謹んで運用経過等をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／資産複合 

信託期間 無期限（2012年３月30日設定） 

運用方針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、信託財
産の成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

トレンド・ 
アロケー 
ション・ 
オープン 

ダイナミック・マルチアセット・
プラス・ファンド（ＪＰＹ）受益
証券、マネー・プール マザー
ファンド受益証券 

ダ イ ナ 
ミック・ 
マ ル チ 
アセット・ 
プラス・ 
ファンド 
（ＪＰＹ） 

先進国の国債、世界各国のＥＴＦ
等 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運用方法 

・世界各国の株式・債券・リート等の幅広い
資産へ、実質的に投資します。 

・安定的な資産成長のために、市場環境に応
じて機動的な資産配分を行います。 

・為替変動リスクの低減をはかるため、外貨
建資産については、原則として対円で為替
ヘッジを行います。 

主な組入制限 
・投資信託証券への投資割合には制限を設け

ません。 
・株式への直接投資は行いません。 

分配方針 

毎年１月25日（休業日の場合は翌営業日）に
決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を
行います。分配対象額の範囲は、経費控除後
の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）
等の全額とします。基準価額水準、市況動向
等を勘案して、分配金額を決定します。（ただ
し、分配対象収益が少額の場合には分配を行
わない場合もあります。） 
 

  
 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 

◇MUZ-148098-0000-20260126◇ 
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トレンド・アロケーション・オープン

ファンドマネージャーのコメント
　おかげさまで、トレンド・アロケーション・オープン
（以下、トレアロ）は、2026年１月26日に第14期の決
算を迎えました。当期間（2025年１月28日～2026年
１月26日）におけるトレアロの運用成果は、3.8％の下
落となりました。

　当期間の金融市場は、米国の相互関税の導入を受け景
気後退懸念が高まった局面や、地政学的緊張の高まりか
らボラティリティが高まる局面があったものの、その後
の米国と他国・地域の貿易交渉の進展などにより、幅広
い資産が上昇しました。期間当初には、トランプ米大統
領が相互関税導入を発表したことで、景気後退懸念が高
まり、株式市場は急落しました。その後は、米国と他
国・地域の貿易交渉の進展が市場の動きを左右しました。
期間末にかけて、株式市場は人工知能（ＡＩ）関連銘柄
の過熱への警戒感が強まり下落する局面もありましたが、
米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の利下げなどが好感さ
れ上昇しました。債券市場では、景気後退懸念から米10
年国債利回りが4.0％を下回る局面がみられるなど、債
券価格は上昇しました。中東を中心とした地政学的緊張
などから安全資産とみなされた金が買われるなどし、コ
モディティも上昇しました。

　トレアロは、株式や債券に加えて、コモディティや
リート等のオルタナティブ資産を含む幅広い投資対象に
分散投資を行うことを基本としながら、足元や今後の値
動きの見通しを判断し上昇傾向（上昇トレンド）が強い
と考えられる資産により多く配分し、中長期で価格上昇
を目指すファンドになります。2025年は、トランプ米
大統領の相互関税の発表直後に主要株式市場が短期間で
急落し急反転するボラティリティの高い展開がみられま
した。このような環境下で基準価額が過去１年間の高値
から15％の下落の水準に近づき、下落リスクへの対応策
として、高リスク資産の配分を大きく減らし、現金や短
期債券の配分を増やしました。この後トレンドの回復と
ともに、高リスク資産への配分を段階的に増やしました。
2025年７月１日より過去１年間の高値からの下落率が
15％を超えた場合においても適切な投資環境と判断した
場合は、一定程度高リスク資産へも投資を行えるよう運
用の柔軟性を高める措置を導入し、全体的なポートフォ
リオのリスク水準を引き上げることが可能となったこと
から、トレンドの回復とともに徐々に高リスク資産への
配分を増やしました。足元では、高リスク資産の比率が
低リスク資産の比率を上回っています。

　総じて世界の経済成長が堅調に推移すると見込まれる
ため、株式市場に対するポジティブな姿勢を維持します。

依然として政治面での不透明感が高いものの、そのピー
クはすでに過ぎたとみています。しかし、米国の中間選
挙やＦＲＢの人事交代を控え、今後ボラティリティが高
まる可能性には注意が必要であると考えています。また、
地政学的な緊張の高まりにより市場センチメントが急変
する可能性もあるでしょう。地域別にみると、米国株式、
特に大型テック銘柄のバリュエーションは割高であると
思われますが、多くの場合、健全な企業収益に支えられ
ている為、現時点では大きなバブルリスクは認識してお
りません。欧州株式のバリュエーションは割安で財政刺
激策やＥＵの戦略的自立の取り組みなどを背景に投資機
会が生まれるとみています。債券市場に関しては、先進
国国債のバリュエーションは概ね適正であると考えてい
ます。米国や欧州での追加利下げは、債券市場の支援材
料となるでしょう。 コモディティでは、中央銀行の需要
と上場投資信託への資金流入から金に対して長期的に強
気の見通しを維持しております。脱炭素化の動きやＡＩ
ブームに必要なインフラを支えるために需要が拡大する
一方で、供給が停滞しているため銅の見通しについても
ポジティブにみています。引き続き、各国の金融政策の
方向性、インフレ水準や景気動向など、見極めが重要だ
と考えています。投資環境の変化に応じて機動的な資産
配分変更が運用の要となると考えています。こうした不
透明な投資環境下においても、長期的に皆さまの資産運
用にプラスの成果をご提供するという我々のミッション
に変わりはありません。皆さまのご期待に応えられます
よう、引き続き運用品質の維持・向上に励みつつ、運用
に尽力してまいります。

アリアンツ・グローバル・インベスターズ・ジャパン株式会社
シニア・ポートフォリオ・マネージャー

櫛野 誠

上記は、アリアンツ・グローバル・インベスターズの資料を基に、三菱ＵＦＪアセットマネジメントが作成したものです。

トレンド・アロケーション・オープン
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トレンド・アロケーション・オープン

本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

10期(2022年１月25日) 11,056 0 3.7 － － 98.9 96,452 

11期(2023年１月25日) 10,476 0 △5.2 － － 98.9 82,611 

12期(2024年１月25日) 10,297 0 △1.7 － － 99.1 65,064 

13期(2025年１月27日) 10,792 0 4.8 0.0 － 98.9 56,810 

14期(2026年１月26日) 10,380 0 △3.8 0.0 － 99.0 43,628 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

  



品 名：02_90003_148098_014_02_トレンド・アロケーション・オープン_1091564.docx 

日 時：2026/3/9 10:51:00 

ページ：3 
 

― 3 ― 

トレンド・アロケーション・オープン

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2025年１月27日 10,792 － 0.0 － 98.9 

１月末 10,837 0.4 0.0 － 98.9 

２月末 10,864 0.7 0.0 － 99.2 

３月末 10,717 △0.7 0.0 － 99.2 

４月末 9,928 △8.0 0.0 － 99.0 

５月末 9,909 △8.2 0.0 － 99.0 

６月末 9,897 △8.3 0.0 － 99.1 

７月末 9,932 △8.0 0.0 － 99.1 

８月末 9,945 △7.8 0.0 － 99.1 

９月末 10,100 △6.4 0.0 － 98.9 

10月末 10,221 △5.3 0.0 － 98.9 

11月末 10,084 △6.6 0.0 － 99.2 

12月末 10,174 △5.7 0.0 － 98.2 

(期  末)      

2026年１月26日 10,380 △3.8 0.0 － 99.0 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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トレンド・アロケーション・オープン

運用経過
第14期：2025年１月28日～2026年１月26日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

（百万円）

0

100,000

200,000

300,000

400,000

2025/１/27 2025/５/27 2025/９/19 2026/１/21

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

第 14 期 首 10,792円
第 14 期 末 10,380円
既払分配金 0円
騰 落 率 －3.8％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

トレンド・アロケーション・オープン
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トレンド・アロケーション・オープン

基準価額は期間の初めに比べ3.8％の下落となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

2025年４月の株式市場が急落した際、高リスク資産を比較的、
高位で保有していたことなどがマイナスに影響しました。
また、その後の市況回復局面において高リスク資産の組み入れを
低位としていた期間が長かったことなどから、リターンを十分に
享受することができませんでした。

下落要因

トレンド・アロケーション・オープン
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トレンド・アロケーション・オープン

第14期：2025年１月28日～2026年１月26日

投資環境について

国債市況
先進国、新興国の債券市況は上昇しまし
た。
期間の初めから2025年４月頃にかけて、
トランプ米政権による関税引き上げ等の
政策を受けて、世界的な景気後退の懸念
が高まり、主要中銀による利下げ観測が
高まったこと等を背景に、米国などの長
期金利は低下しました。また、９月頃に
かけて、一部の米経済指標が労働市場の
減速を示し、米連邦準備制度理事会（Ｆ
ＲＢ）の連続利下げを織り込む動きが高
まり、期間を通じては、同市況は上昇し
ました。新興国の債券市況は上昇しまし
た。

株式市況
先進国、新興国の株式市況は上昇しまし
た。
米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による
利下げや堅調な米経済指標などを背景に
上昇しました。新興国の株式市況は上昇
しました。

リート、コモディティ
リート、コモディティ価格や金価格は上
昇、原油価格は下落しました。
先進国のリート市況は上昇しました。
コモディティ価格は上昇しました。原油
価格は、石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）な
どの主要な国際機関が原油供給見通しを
引き上げ、供給過剰が意識されたことな
どから下落しました。金価格は上昇しま
した。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は、プラス圏で
の推移となりました。

トレンド・アロケーション・オープン
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トレンド・アロケーション・オープン

当該投資信託のポートフォリオについて

トレンド・アロケーション・オープン
円建の外国投資信託であるダイナミッ
ク・マルチアセット・プラス・ファンド
（ＪＰＹ）受益証券に投資を行いました。
また、マネー・プール　マザーファンド
受益証券へも投資を行いました。

ダイナミック・マルチアセット・
プラス・ファンド（ＪＰＹ）
先進国の国債に投資を行うとともに、世
界各国のＥＴＦ等を利用することで、世
界各国の株式・債券・リート等の幅広い
資産に実質的に投資しました。また、組
入比率の調整を目的として、世界各国の
先物取引も利用しました。
為替変動リスクの低減をはかるため、外
貨建資産については、対円で為替ヘッジ
を行いました。
ポートフォリオは、①基本資産配分を行
う「トレンド・アロケーション」、②基
本資産配分に対する微調整を行う「タク
ティカル・アセット・アロケーション」、
③下落リスクへの対応を行う「ダウンサ
イド・リスク・マネジメント」を活用し
て構築しました。

【トレンド・アロケーション】
一部の先進国株式などの高リスク資産で
上昇トレンドが示されました。

【タクティカル・アセット・アロケー
ション】
基本資産配分に対する微調整を行う「タ
クティカル・アセット・アロケーショ
ン」では、一部の低リスク資産に対して
見通しを高めとしました。

【ダウンサイド・リスク・マネジメン
ト】
下落リスクへの対応を行う「ダウンサイ
ド・リスク・マネジメント」を活用し運
用しました。

これらの結果、期間末の資産クラス別構
成比は高リスク資産約70.5％、低リスク
資産約29.5％となりました。

なお、2025年７月１日より過去１年間の
高値からの下落率が15％を超えた場合に
おいても、ダイナミック・マルチアセッ
ト・プラス戦略における【基本戦略】
（トレンド・アロケーション）および
【補完戦略】（タクティカル・アセッ
ト・アロケーション）に基づき、適切な
投資環境と判断した場合は、一定程度高
リスク資産へも投資を行えるよう運用の
柔軟性を高めました。今回の変更により、
コロナショック時のようなリスク資産の
価格が急落しリスク資産の組入余地が低
下あるいは組み入れられなくなった後、

トレンド・アロケーション・オープン
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トレンド・アロケーション・オープン

（ご参考）

■資産クラス別構成比
期首（現地2025年１月24日） 期末（現地2026年１月23日）

資産クラス 比率 資産クラス 比率

低リスク
資産

先進国国債 15.7％

32.7％ 低リスク
資産

先進国国債 17.4％

29.5％
先進国社債 0.0％ 先進国社債 2.5％

新興国国債 14.8％ 新興国国債 9.4％

現金等 2.3％ 現金等 0.2％

高リスク
資産

先進国株式 50.1％

67.3％ 高リスク
資産

先進国株式 52.8％

70.5％
新興国株式 2.2％ 新興国株式 9.7％

コモディティ 9.8％ コモディティ 7.9％

リート 5.2％ リート 0.0％

・比率はダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）の純資産総額に対する割合です。
・現金等は、短期債券を含みます。また、為替ヘッジの含み損益を含むためマイナスになることがありま
す。
・資産クラス別構成比は、アリアンツ・グローバル・インベスターズからの情報提供を基に表示していま
す。
・各数値は表示桁数未満で四捨五入して表示している場合がありますので、それを用いて計算すると誤差が
生じることがあります。

（注）当記載は、アリアンツ・グローバル・インベスターズの資料を基に、三菱ＵＦＪアセットマネジメン
トが作成したものです。

マネー・プール　マザーファンド
コール・ローン等短期金融商品を活用し、
利子等収益の確保を図りました。

速やかに回復する局面において、収益獲
得機会を確保し、リスク資産上昇の恩恵
を一定程度享受できると考えています。

運用改善効果については引き続きモニタ
リングを行って参ります。

トレンド・アロケーション・オープン
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当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案し、次表の通りとさせていただき
ました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の
基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第14期
2025年１月28日～2026年１月26日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 2,965

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

トレンド・アロケーション・オープン
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今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

トレンド・アロケーション・オープン
引き続き、円建の外国投資信託であるダ
イナミック・マルチアセット・プラス・
ファンド（ＪＰＹ）受益証券に投資を行
います。また、マネー・プール　マザー
ファンド受益証券へも投資を行います。
運用改善策や今後の対応方針についてア
リアンツ・グローバル・インベスターズ
と協議を重ね検討を進めてまいります。

ダイナミック・マルチアセット・
プラス・ファンド（ＪＰＹ）
先進国の国債に投資を行うとともに、世
界各国のＥＴＦ等を利用することで、世
界各国の株式・債券・リート等の幅広い
資産に実質的に投資します。
為替変動リスクの低減をはかるため、外
貨建資産については、原則として対円で
為替ヘッジを行う方針です。
ポートフォリオは、①基本資産配分を行
う「トレンド・アロケーション」、②基
本資産配分に対する微調整を行う「タク
ティカル・アセット・アロケーション」、
③下落リスクへの対応を行う「ダウンサ
イド・リスク・マネジメント」を活用し
て構築します。

マネー・プール　マザーファンド
日銀による金融市場調節方針の下、短期
金利は安定した推移を想定しています。
以上の見通しにより、コール・ローン等
への投資を通じて、安定した収益の確保
をめざした運用を行う方針です。

トレンド・アロケーション・オープン
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2025年１月28日～2026年１月26日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 70 0.692 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (34) (0.329) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (34) (0.329) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (3) (0.033) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 1 0.011 (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (1) (0.011) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 71 0.703

期中の平均基準価額は、10,176円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

トレンド・アロケーション・オープン

― 11 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_1091564.indd   1103_コメント-費用-TER_10pt_1091564.indd   11 2026/03/09   10:52:322026/03/09   10:52:32



5

トレンド・アロケーション・オープン

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.26％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 1.26

①当ファンドの費用の比率 （％） 0.70

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） 0.49

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.07

総経費率
1.26％ 当ファンド

0.70％

投資先
ファンド
0.56％

運用管理費用
（投信会社）
0.33％

運用管理費用
（販売会社）
0.33％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

その他費用
0.01％

運用管理費用
0.49％

運用管理費用以外
0.07％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）入手し得る情報において含まれていない費用はありません。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。

トレンド・アロケーション・オープン
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○売買及び取引の状況 (2025年１月28日～2026年１月26日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ） － － 11,599,908 10,988,800  

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年１月28日～2026年１月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2026年１月26日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ） 56,308,372 44,708,464 43,197,318 99.0 

合 計 56,308,372 44,708,464 43,197,318 99.0 
 
（注） 比率はトレンド・アロケーション・オープンの純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・プール マザーファンド 997 997 1,007 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2026年１月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 43,197,318 98.1 

マネー・プール マザーファンド 1,007 0.0 

コール・ローン等、その他 825,362 1.9 

投資信託財産総額 44,023,687 100.0 
  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年１月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 44,023,687,578   

 コール・ローン等 624,649,920   

 投資信託受益証券(評価額) 43,197,318,376   

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 1,007,081   

 未収入金 200,700,000   

 未収利息 12,201   

(B) 負債 395,139,052   

 未払解約金 234,736,853   

 未払信託報酬 157,895,975   

 その他未払費用 2,506,224   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 43,628,548,526   

 元本 42,032,772,051   

 次期繰越損益金 1,595,776,475   

(D) 受益権総口数 42,032,772,051口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,380円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 52,639,055,335円 

期中追加設定元本額 1,002,479,957円 

期中一部解約元本額 11,608,763,241円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0380円です。 

 

○損益の状況 (2025年１月28日～2026年１月26日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 3,101,696   

 受取利息 3,101,696   

(B) 有価証券売買損益 △1,342,746,736   

 売買益 534,621,938   

 売買損 △1,877,368,674   

(C) 信託報酬等 △  340,084,340   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △1,679,729,380   

(E) 前期繰越損益金 △4,386,099,514   

(F) 追加信託差損益金 7,661,605,369   

 (配当等相当額) (  8,768,838,212)  

 (売買損益相当額) (△1,107,232,843)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,595,776,475   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,595,776,475   

 追加信託差損益金 7,661,605,369   

 (配当等相当額) (  8,768,838,212)  

 (売買損益相当額) (△1,107,232,843)  

 分配準備積立金 3,694,035,940   

 繰越損益金 △9,759,864,834   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2025年１月28日～ 
2026年１月26日 

費用控除後の配当等収益額 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 8,768,838,212円 

分配準備積立金額 3,694,035,940円 

当ファンドの分配対象収益額 12,462,874,152円 

１万口当たり収益分配対象額 2,965円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 
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＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

①投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、記載変更を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2025年４月１日） 

②2025年４月に使用開始の交付目論見書、請求目論見書記載の「代表的な資産クラスの騰落率の平均値」について誤りがございました。 

誤記載の内容および訂正内容については、下記の通りです。 

 

記 

＜誤記載の箇所＞ 

交付目論見書、請求目論見書の「ファンドと他の代表的な資産クラスとの騰落率の比較」のグラフのうち、「新興国債」の騰落率の「平均

値」（2020年２月末～2025年１月末） 

＜訂正内容＞ 

正：6.7 

誤：6.6 
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